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【まえがき】	
　本会は、管理栄養士・栄養士によって組織されており、県民の健康づくりに貢献する職能団体である。
その使命は、栄養と食の専門職として、県民の全てのライフステージにおける栄養改善、健康の保持増進、
生活習慣病の予防・改善に努めることにある。
　近年の社会情勢として、少子・高齢化社会、独居世帯の増加、子どもの貧困、災害の激甚化、気候変動
など、社会環境の変化が著しく、それに伴う食に関する環境、また課題も多様化している。その中で私た
ち管理栄養士・栄養士は、県民の健康維持・増進、すなわち健康寿命延伸につながる新たな生活環境に対
応した「栄養」や「食」に関するアプローチが必要と考えている。短命県と言われている青森県の大きな
課題も含め、その解決として県が掲げる「第三次青森県健康増進計画」を推進し、県民の健康づくりを県
民一人ひとりとはもちろんのこと、あらゆる健康に関わる組織団体と連携し、継続した支援や啓発をして
いくことが最重要と考えている。

　本会は、管理栄養士・栄養士が、全ての人びとの「自己実現を目指し健やかによりよく生きる」とのニー
ズに応え、保健・医療・福祉及び教育等の分野において、専門職業人としての倫理と科学的かつ高度な技
術に裏付けられた「食」と「栄養」の指導をとおして、県民の公衆衛生の向上に寄与することを事業目的
としている。
【事業の概要】
　令和８年度の事業計画も、公益社団法人としての目的を達成する自覚をもって策定する。
　今年度も、国の社会保険制度改革等が推進される中で、広く会員の学びの機会を設けることを目的に、
本部、地区、職域開催の研修等において、必要に応じてオンラインを組み合わせつつ開催する。　
　県民に向けた重点事項としては、食での健康啓発を各地区で開催される「健康まつり」をとおし、「食
の大切さ」「減塩の必要性」「フレイル予防」等を中心に継続して行う。また今年度11年目となる「栄養の
日・栄養週間」に主体的に参加し、県民の身近な存在として「食・栄養」を考える機会を設けるなど、更
なる健康啓発に力を入れる。そのほか、栄養に関する情報提供リーフを作成し、青森県栄養士会のホーム
ページを通し、県民へ健康に関する知識の普及や意識向上の一助につなげる。
　また「地域連携支援」として、地域包括ケア支援に管理栄養士・栄養士が携わる上で、多職種との連携、
かつ適切な栄養管理が実践できる人材育成を進め、地域（在宅）で安心して暮らせる医療・介護の支援に
努める。また高齢者を対象としたフレイル予防として地域住民のつながり・交流の場である「つどいの場」
等にも積極的な関わりをもち、「低栄養予防」にも努めていく。
　また近年、多発する自然災害により、余儀なく避難される国民への食支援活動として日本栄養士会の「Ｊ
ＤＡ - ＤＡＴ」活動に加勢し、本県栄養士会として「ＤＡＴあおもり」の組織強化や、特殊栄養食品ステー
ションの運営管理、県との協力体制の充実を更に図っていく。また近隣の県と共同で災害支援ができる人
材育成に注力する。
　また組織の基盤である会員増に向けた取組みにも意欲的な姿勢で臨む。

公益目的事業　「県民の栄養改善、疾病予防及び健康増進を図るための普及啓発及び管理栄養士・栄養士
の資質向上に関する事業」
　＜事業の目的＞　
　　　近年の青森県および全国的に抱える栄養課題を整理し、真摯に受け止め、管理栄養士及び栄養士が
それらの課題に適正に対応し、県民の栄養改善、疾病予防及び健康増進が図られるよう、その普及啓
発と管理栄養士・栄養士の資質向上に関する事業を行うことを目的とするものである。
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　＜事業の内容＞　　　
　　１．管理栄養士・栄養士の資質向上のための研修事業
　　　　　管理栄養士・栄養士が行う栄養指導・助言の質を高めるため、管理栄養士・栄養士の知識や技

術向上に関する研修会等を開催する。
　　１－１　栄養学術研究会
　　　　　　　管理栄養士・栄養士及び栄養に関心のある県民が一堂に会し、広く健康と栄養または食に

関する知識を得る機会とする。栄養学術研究会は、春季と秋季に開催する。春季は、定時総
会、一般演題を軸に特別講演、市民公開講座とし、秋季は職域研修会を軸とし、教育講演な
どを企画するなど、より充実した研修内容を盛り込み開催する。　

　　１－２　生涯教育研修会
　　　　　　　管理栄養士・栄養士が常に最新の知識や技術を学び、キャリアアップのできる研修会とす

る。
　　１－３　栄養ケア活動支援整備事業
　　　　　　　地域包括支援システムへ管理栄養士・栄養士が参画し、フレイルや低栄養予防を含めた栄

養ケアを充実させるための研修会を企画し、各自治体等事業のサポート体制も図る。
　　１－４　初任者研修会
　　　　　　　管理栄養士・栄養士として初めて働く初任者に対して仲間の技術的サポートと業務の検証

を目的に、先輩管理栄養士による指導でのスキルアップ研修会を行う。
　　１－５　各地区及び職域が企画運営する研修会
　　　　　　　各地区及び各職域で行う研修会で、より専門的知識と技術および仲間との対話を向上させ

る研修会を行う。
　　１－６　栄養ケア・ステーションスキルアップ研修会
　　　　　　　あおもり栄養ケア・ステーションの登録者を中心にスキルアップのための研修会を行う。
　　１－７　その他委託事業等で行う研修会等
　　　　　　　県および協賛業者等の委託を受け、県民および会員の資質向上を図る研修会を行う。

　　２．普及啓発事業
　　　　　県民の生涯をとおした健康づくりの実践、生活習慣病の疾病予防対策等に関して会員等が行う

調査研究を支援するとともに、管理栄養士・栄養士の活動ＰＲと、県民の栄養改善、疾病予防及
び健康増進に関する普及啓発に取り組む。「健康日本21（第三次）」、「第三次青森県健康増進計画」
の普及推進等や、本会が行う健康啓発事業、食育活動などが該当する。

　　２－１　栄養相談対応事業
　　　　　　　県民からの栄養に関する相談を受付け、本会の管理栄養士又は栄養士が適切な指導・助言

を行う。また、毎年度、各市町村が主催する健康まつり等においても、ブースを設け、栄養
相談・食生活診断等を行う。

　　　　・栄養相談対応事業
　　　　　　ホームページを利用し、広く県民からの栄養・食事の相談を受付、適切な対応を行う。
　　　　・「健康日本21（第三次）」、「第三次青森県健康増進計画」の普及推進事業
　　　　　　各市町村及び各種団体主催の健康まつり等へ積極的に参加する。
　　　　・栄養に関するリーフの作成
　　　　　　栄養に関する情報提供リーフを作成し、青森県栄養士会のホームページを通して、県民の健

康に関する知識の普及や意識向上の一助につなげる。
　　２－２　管理栄養士・栄養士派遣紹介事業
　　　　　　　本会会員の中で一定要件（生涯教育研修会受講済み等）を満たして、講師派遣登録してい
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る会員を、各市町村や各種団体が行う講演会、研修会等における栄養改善に関する講師等と
して派遣・紹介する。

　　　　　　　各種団体との委託契約に基づき、本会会員の管理栄養士又は栄養士を派遣し、栄養相談を
受け、栄養ケアや保健栄養指導等の適切な指導・助言を行う。また、障害福祉事業所等、社
会保険制度に伴う委託契約に基づき、各種報酬等に係る業務を行う。また、健康増進事業に
も協力する。さらに、災害時には、ＤＡＴあおもりをとおし管理栄養士・栄養士の活動派遣
を行い、被災者支援を行う。

　　　　・栄養ケア・ステーション事業（特定保健指導、フレイル・低栄養予防事業、後期高齢者医療保
健事業、診療報酬・介護報酬関係事業等）を主体的に取り組む。　　

　　　　・青森県委託事業（企業の食生活改善セミナー、つどいの場等）にも取り組む。　
　　２－３　情報提供事業
　　　　　　　一般県民を対象とした各種講演会・セミナー、調理実習等への協力、ホームページにおけ

る減塩レシピ集の紹介、ヘルシーレシピの紹介、本会の広報誌の公表等を行う。また今年度
も「栄養の日（８月４日）・週間（８月１～７日）」全国イベントに賛同し県内においてもイ
ベントを行う。さらに管理栄養士・栄養士および医療や福祉施設間の栄養・食事情報提供の
促しを行う。

　　　　・各種講座協力
　　　　・ホームページの充実
　　　　・EIYO　AOMORI  21発行（２回）
　　　　・「栄養の日・栄養週間」イベントおよび協力
　　　　・ＳＮＳの活用
　　　　・栄養情報提供リーフの作成　など
　　２－４　ＤＡＴあおもり
　　　　　　　ＤＡＴあおもりは、自然災害により余儀なく避難される被災者支援および要配慮者への食

支援活動として、日本栄養士会の「ＪＤＡ - ＤＡＴ」活動に加勢し、支援を行う。また、Ｄ
ＡＴあおもりスタッフの確保およびスキルアップのため、必要な研修会を行う。　　　　　
　その他、近隣の県と共同で「ＪＤＡ - ＤＡＴ」のスタッフの人材育成に取り組む。

　　　　・ＤＡＴあおもりの組織強化
　　　　・特殊栄養食品ステーションの運営管理
　　　　・県との協力体制の充実
　　２－５　2026国民スポーツ大会、全国障害者スポーツ大会
　　　　・競技開催地の各市町村および宿泊施設や食事を提供する事業所等にアスリート向けに栄養が配

慮された献立（アスリートレシピ）をホームページに掲載したので、その活用を図る。　

その他の事業（相互扶助等事業）
　　１．会員向け研修会の開催　
　　２．ＳＮＳ等を活用し、会員へ研修会開催案内やタイムリーな情報提供を行う。
　　３．全国組織が行う会議等への参加

管理事業　本会は、公益目的事業を実施する団体であり、法人運営は目的を達成する基盤として、責任あ
る執行、健全な財務運営にある。令和８年度も適切な法人運営を行う。（通常総会・理事会）
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令和８年度　事業計画日程
月 日 曜日

4 13
18
23

月
土

令和７年度事業及び会計監査　　　　 　　　　　　　　　　　【県栄事務所】
第１回理事会　　　　　　　　　　　　　 【リンクステーションホール青森】
2025年度「全国栄養士大会・オンライン」再配信（４/23 ～５/25）

5 9
30

土
土

日本栄養士会　第１回諮問会議　　　　　　　　　　　　　　 　【Web 会議】
青森県栄養士会定時総会ならびに春の栄養学術研究会【観光物産館アスパム】

6 6
20 ～ 21

28

土
土～日

日

第２回理事会　　　　　　　　　　　　 　【リンクステーションホール青森】
日本栄養士会定時総会　　　　　　　　 　　　　　　　　【パシフィコ横浜】
生涯教育研修会①②③　　　　　　　　 　【リンクステーションホール青森】

7 18 土 生涯教育研修会④⑤⑥　    　　　　　　　【リンクステーションホール青森】

8 1
1 ～７

23
29

土
土～金

日
土

広報誌「EIYO　AOMORI  21」発行
栄養の日（４日）　栄養週間（１～７日）
北海道・東北地区栄養士会長会議　　　　　　　　　　　　　　【Web 会議】
生涯教育研修会⑦⑧⑨　　　　　　　　 　【リンクステーションホール青森】

9 5
12

26

土
土

土

第３回理事会　　　　　　　　　　　　 　【リンクステーションホール青森】
生涯教育研修会⑩⑪⑫　　　　　　　　 　【リンクステーションホール青森】
全国栄養士大会・オンライン（９/12 ～ 11/15）
ＪＤＡ - ＤＡＴスタッフ研修会（３県合同）　　　　　　　　　【秋田市予定】

10 17 土 秋の栄養学術研究会　　　　　　　　　 　【リンクステーションホール青森】
初任者研修会　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　  【会場未定】

11 中間監査　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【県栄事務所】

12 5 土 第４回理事会　　　　　　　　　　　　   【リンクステーションホール青森】

2 1
20 〜 21

月
土～日

広報誌「EIYO　AOMORI  21」発行　　　
日本栄養士会　第２回諮問会議               【TKP 新橋汐留ビジネスセンター】
管理栄養士国家試験　　　　　　　　　        　　　　　　　　

3 6 土 第５回理事会　　　　　　　　　　　　 　【リンクステーションホール青森】
管理栄養士国家試験合格発表

通年 各地区健康啓発イベント
栄養ケア活動支援整備事業
後期高齢者医療保健事業
栄養ケア・ステーション
・アスリートプログラムサービス
・低栄養予防事業（平川市・青森市・蓬田村）
・岩木健康推進プロジェクト健診（花王内臓脂肪測定）　
・地域包括ケア支援事業
・特定保健指導（青森市）　等　
ＤＡＴあおもり活動　
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令和 8 年度 生涯教育カリキュラム

日時 会場
単位

単位 科目 講師
講・演

６月
28日

（日）

10：30 ～
12：00

リンク
ステーション
ホール青森

４階
小会議室

（1）

講義
①

実務研修
全領域

管理栄養士、栄養士のための
睡眠学

日本睡眠教育機構
理事長　宮崎　総一郎

12：50 ～
14：20

講義
②

実務研修
全領域

公認スポーツ栄養士の役割と実践
～昨年夏の経験から学んだこと～

介護老人保健施設つがる
管理栄養士・公認スポーツ栄養士

築舘　寛子

14：40 ～
16：10

講義
③

基本研修
項目番号２

国民の健康増進の総合的な推進
健康日本21（第３次）における

県内の考え・実際の活動

青森県健康医療福祉部
がん・生活習慣病対策課

吉田　優弥

７月
18日

（土）

10：30 ～
12：00

リンク
ステーション
ホール青森

４階
小会議室

（1）

講義
④

実務研修
全領域

最新の知見に基づく　　　　　
　　　　　食物アレルギー対応

〜それぞれの職域で行う
食物アレルギー指導〜

国立病院機構盛岡医療センター
管理栄養士・　　　　　　　　　
小児アレルギーエデュケーター

村里　智子

12：50 ～
14：20

講義
⑤

基本研修
項目番号２

健康食品の摂り方
青森県立保健大学

健康科学部　栄養学科
准教授　井澤　弘美

14：40 ～
16：10

講義
⑥

実務研修
全領域

糖尿病診療ガイドライン
2024の改訂

弘前大学医学部附属病院
医学部 医学科 

准教授　柳町　幸

８月
29日

（土）

10：30 ～
12：00

リンク
ステーション
ホール青森

４階
小会議室

（1）

講義
⑦

実務研修
全領域

調理スタッフ人手不足解消
に向けた取り組み

（株）エフ・エム・アイ
管理栄養士　毛利　伸子

12：50 ～
14：20

講義
⑧

基本研修
項目番号２

日本人の食摂取基準2025年版と
食品成分表の取り扱い方

女子栄養大学　栄養学部
教授　石田　裕美

14：40 ～
16：10

講義
⑨

基本研修
項目番号３

献立作成の基礎と実践
～笑顔ほころぶ献立を～

青森県立保健大学
健康科学部　栄養学科
准教授　伊藤恵美子

９月
12日

（土）

10：30 ～
12：00

リンク
ステーション
ホール青森

４階
小会議室

（1）

講義
⑩

基本研修
項目番号６

非常時の食事提供
金沢大学附属病院

栄養管理部　栄養管理室
室長　徳丸　季聡

12：50 ～
14：20

講義
⑪

実務研修
全領域

食の好き嫌い、
脳科学で解消してみませんか

～食嗜好性の　　　　　　　　
　　心理メカニズムを理解する～ 

東京大学 大学院　
農学生命科学研究科（農学部）

教授　喜多　聡

14：40 ～
16：10

講義
⑫

実務研修
全領域

肥満症・栄養治療センターの     
取り組みと肥満症の食事療法

弘前大学医学部附属病院
栄養管理部  

管理栄養士長　三上　恵理


